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本論文は，乳児期のリーチングとつかまり立ちの発達を縦断的に観察し，分析したもので
ある。その目的は，それらの動作が日常において毎回異なる条件で繰り返されるという事実
が，なぜ「上手くなる」，「できるようになる」という発達的変化の基盤となるのかを明らか
にすることである。 
そのためには，感覚－運動発達という伝統的な枠組みの中で，中枢系の発達指標として扱
われてきたリーチングやつかまり立ちの出現と変化を，環境に対する身体の関係を意味す
る知覚－行為系の発達として捉える枠組みが必要であり，本論文では James Gibson の生
態心理学を理論的背景として採用した。 
Gibson は，心理学に普及している個体と環境とをつなぐ「刺激」という概念を精査した
(Reed and Jones, 1982/2004)。そして，そのなかで自身に先駆けて環境と刺激の体系的説
明を目指した Egon Brunswik と Fritz Heider の論考に注意を払い，検討すべき問題点を
見出した。Brunswik(1952, 1955)は，近位の刺激と遠位の対象との妥当関係は確率的なレ
ベルであり，絶対的対応関係はないと考えた。そして，知覚を感覚刺激ではなく外的対象と
の関係で検証し，外的対象をどれだけ正確に捉えうるかという「意図的達成」を問題にすべ
きだと主張した。Heider(1959)は，Bertrand Russell (1948/ 1960)を援用しつつ，環境全体
の中で近刺激はどのような役割を果たすのか，知覚過程に関わる環境構造には何が含まれ，
どのような関係が成立しているのかを検証し，事物 thingsと媒質mediumの理論を構築し
た。事物は，それを構成する要素群が相互に関連して一つのユニットを構成しているために，
内的に決まった特性をもつ。一方，媒質は相互に独立した要素から構成されているゆえに，
外部からの影響を帯びるという特性をもつ。したがって，事物は知覚対象となるが，媒質は
そうなりえない。最終的に Heiderは，知覚される環境構造は近似的かつ局所的，すなわち
蓋然的関係の上に成立していると考えた。本論文の序章では，この二人の環境論を追うこと
で，生態心理学の独自性を捉える布石とし，その理論的見地から運動発達を検証することに
よって新しい知見が得られる可能性があることを示した。 
続く第Ⅰ部では，伝統的な身体観からの脱却を目指す動向を追い(2 章)，その観点を基に
乳児の伏臥位のリーチングの縦断的観察研究を報告した(3章)。 
2章では，身体各部位が自律的に協調して動きが創発する「系（システム）としての身体」
について，その原理と検証方法を論考した。Gibson(1966/2011)は複数の機能を包含する身
体観を提案した。その含意は 1980年代以降にNicholai Bernstein(1996/2003)の運動理論
とともに，シナジェティクスや自己組織化といった概念に依拠しながら展開し，再評価され
た。発達科学では Esther Thelenら(1993,1994)がこの潮流を導入し，リーチングの出現が
複数の外的・内的要因によるものであることを実証した。そこではパラメータの複合から創
発する動きを説明するための，巨視的な変化の下にある推移を取り扱う方法が提示されて
おり，協調する身体系の発達を捉えうることが確認された。 
 2章での理論的検討をふまえ，3章では一名の乳児の日常場面における伏臥位のリーチン
グを，5～8 ヶ月齢にわたって縦断的に観察した。先行研究の多くが座位でのリーチングを
検討しているが，乳児は日常生活においては仰臥位，伏臥位など様々な構えでリーチングし
ており，それぞれの構えで上肢が担う機能は異なる。伏臥位でリーチングを行うとき，乳児
は，対象物に対する頭部の視覚的定位を維持するために「上体を支持すること」と，「対象
物に接触すること」の 2 つの機能を同時に達成しなければならない。乳児がこのタスクを
どのように解決するのか，またその方法は発達的にどう推移するのかを明らかにするため，
量的分析と質的記述を行った。 
 量的分析では，上述のような機能的観点からリーチングパターンを 3 種に分類し，その
出現率の推移を明らかにした。結果は次のようにまとめられる。初期，リーチングを遂行す
る上肢は，上体を支持するというタスクも担っていたが，後期にはその負担から自由になっ
た。つまり，上肢間での機能分担に向かう推移が示された。さらに，ハイハイの出現直前に
は，上肢は再び 2つのタスクを担うようになった。この結果は，リーチングやハイハイが新
たに出現するとき，支持面への定位というタスクが顕著になることが示している。 
ただし，上肢間で機能分担された状態が，それがなされていない状態よりも必ずしも対象
物への接触成功率が高いというわけではなかった。この結果は，対象物への接触行為を，上
肢のみで捉えることの限界を示唆していた。そこで，全身の組織化として接触行為を捉える
ために質的観察を行い，機能の分化と組織化を含意する「姿勢の入れ子化」として記述した。
第一の入れ子化は，頭部による対象物への接触のような，身体部位の代替性，すなわち「行
為の切り替え可能性」である。第二は，機能分化のための身体各部位の調整であり，動的平
衡状態を維持する全身の協調が背景にあることを記述した。そして第三に，リーチング時の
身体各部位の組織化が，全身の移動(ハイハイ)を可能にする組織化へと移行していく様相が
見られ，両スキルの連続性が明らかになった。 
2つの分析から，リーチングに伴う転倒や回転といった不安定性は，一つの身体が同時に
複数の機能を達成しようとするときに生じる身体各部位間の競合によるものであることが
確認された。 
第Ⅱ部（4，5 章）では，乳児期のつかまり立ちの縦断的研究を中心に論考した。ヒトの
乳児は 1 歳頃には立位をとることができるようになる。つかまり立ちはこの過程で観察さ
れ，そこで乳児が直面するのは「自身を上方向に引っ張り上げる力の制御」というタスクで
ある。先行研究では，つかまり立ちの出現自体が解剖学的成熟に支えられたものであること
を前提に，「どのように力が制御されるのか」，「力の制御はどう発達的に変化するのか」が
報告されてきた。Eleanor Gibson(1997/2004)は，行為の機能的分節であるタスクは「乳児
を取り囲む環境と彼らが普通に必要とすることから自然発生的に現れる」と述べた。これは
解剖学的成熟を力の制御の先行要因と考える因果的順序関係説とは異なる立場である。 
本研究ではこのような生態学的観点から，「乳児はつかまり立ちというタスクを導く制御
の問題にどのように出会うのか」という問いをたてた。これは，第Ⅰ部で明らかになった行
為発達の基礎である機能間競合が，どのように生じるのかという問いにあたる。日常生活で
は乳児は様々な場所でつかまり立ちを遂行する。壁やテーブル，地面にたいする四肢の接触
の軌道はその場に特有であり，それは周囲に対する立ち上がる知覚を表している。よって，
四肢の軌道とそれが接触する周囲の環境を記述することで，上記の問いにアプローチする
ことができると考えた。 
ただし，このアプローチにおいて周囲をどう記述するかは根本的な問題であり，4章では
そのための方法論的枠組みについて検討した。二次元の網膜像を三次元に復元するという
伝統的な視覚理論とは異なる説明として，Gibson(1979/1985)は面 surfaceの幾何学（生態
幾何学）を提案した。環境には媒質と物質を分かつ面がある。動物が動きの中で注意を向け
るのは，光学的配列によって特定される面の配置であり，面の配置が与えるアフォーダンス
である。Gibsonはこのような生態光学の原理に適う幾何学的用語の定義を試みた。 
5 章では，この生態幾何学の方法論的枠組みに基づき， 8～11 ヶ月齢に日常生活で観察
されたつかまり立ちの軌道を，それが生起する場所とともに図示し，垂直方向にある面に対
する上肢の最初の接触，つかまり立ち開始後の四肢の経路，立位後の姿勢の点から場面毎に
記述した。その結果，上肢の最初の接触は手を最大限に伸ばすとぎりぎり届くか届かないか，
といったところで行われる傾向があること，つかまり立ちやそれに先行するハイハイを通
して経験する，垂直方向（上方向）の配置に対する見えの変化が，つかまり立ちの出現その
ものに関わっていることが示された。全事例の結果から，つかまり立ちは，独立した一つの
スキルが新たに出現するというものではなく，地上が凹凸の面で構成されており，そこに定
位しつつ移動するという行為の一つのバリエーションであることが示された。そして，1回
1回のつかまり立ちは，それが進行することによってはじめて識別される面の配置に制御さ
れ，その識別自体にも動きが伴っていることが示唆された。 
 以上，乳児期のリーチングとつかまり立ちの観察研究から明らかになったことを基に，終
章では行為（運動）発達について総合的に考察した。2つの観察の結果は，次のような知見
を提案しうるものと位置づけられる。 
第一に，旧来の見方では，身体の不安定性は中枢プログラムの未成熟，またはそこからの
逸脱を意味しており，不安定の減衰を発達的変化と考える。不安定から安定への変化は一つ
の事実であるが，同時に不安定性は，新たな身体の組織化の発達の源でもある。不安定その
ものがいかに生み出されるのかという，従来の運動研究で扱われてこなかった問題がある。
第二に，環境の知覚は行為発達の基盤である。新たな運動スキルの出現とみなされてきたも
のは，その動作に先行する身体の動きのなかで知覚される「行為の新しいバリエーション」
であり，知覚の発達と行為の発達は分離して捉えることはできない。 
これらをふまえた上で，知覚－行為系発達を捉える方向性を，行為の記述単位としての
「姿勢 posture」，その変化の様相を示す「柔軟性 flexibility」，そして発達の源である「探
索 exploration」という 3つのキーワードから整理することを提案した。 
